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第64回 社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

海
王
丸
パ
ー
ク
で
街
宣
活
動

～
立
ち
直
り
を
支
え
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
～

▲　海王丸と新湊大橋をバックに記念撮影

　
射
水
保
護
司
会
で
は
毎
年
「
海
の
日
」
に

海
王
丸
パ
ー
ク
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
街
宣
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
一
日
、
連
休
最
終
日
に
晴
天
に

恵
ま
れ
、
会
場
は
朝
か
ら
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
保
護
司
と
更
生
保
護
女

性
会
で
、
の
ぼ
り
旗
の
組
み
立
て
・
設
置
、

配
布
物
の
袋
づ
め
を
し
ま
し
た
。

　
街
宣
活
動
に
は
、
射
水
市
役
所
の
職
員
、

午
後
か
ら
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
招
き

し
た
「
ひ
ま
わ
り
の
譜う

た

」
の
五
島
つ
ば
き
さ

ん
も
参
加
し
て
下
さ
り
、
会
場
内
で
声
掛
け

を
し
な
が
ら
配
り
ま
し
た
。
猛
暑
と
、「
少

し
で
も
多
く
の
方

に
更
生
保
護
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い

う
熱
い
思
い
の
た

め
、
う
ち
わ
入
り

の
グ
ッ
ズ
は
大
人

気
で
予
定
時
間
よ

り
早
く
終
了
し
ま

し
た
。

　
午
後
か
ら
は

第
一
イ
ン
新
湊

で
「
射
水
市
社
会

を
明
る
く
す
る

運
動
」
推
進
委
員

会
主
催
で
、
射
水

か
ら
全
国
の
同
運

動
に
広
が
っ
た
歌

「
ひ
ま
わ
り
の
譜
」

を
聴
く
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
友
井
賢
太
郎
さ
ん
、
当
会
員
境
文
夫
保
護

司
の
演
奏
に
続
い
て
登
場
し
た
五
島
つ
ば
き

さ
ん
の
熱
唱
に
拍
手
を
贈
り
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
今
年
で
六
十
四
回
目
を
迎
え
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

犯
罪
や
非
行
を
な
く
し
、
あ
や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
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月曜日から金曜日

午前９時30分～午後３時30分まで

企画調整保護司が交代で常駐しています。

▲のぼり旗を組み立て中

▲　グッズを両手に、行ってきます



　
七
月
一
日
か
ら
一
ヶ
月
間
、
全
国
的
で
、
第
六
十
四
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
六
月
十
二
日
、
射
水
市
小
杉
社
会
福
祉
会
館
で
、
市
内

二
十
三
の
構
成
機
関
及
び
団
体
で
成
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
推
進
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
委
員
長
夏
野
元
志
射
水
市
長
、
続
い
て
主
唱
者
、

富
山
保
護
観
察
所
八
木
真
一
所
長
、
次
に
委
員
代
表
と
し
て
、
中
川
保
射
水
警
察

署
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
野
委
員
長
を
議
長
に
選
任
し
、
平
成
二
十
五
年
度
実
施
結
果
の
報
告
、
次
に

平
成
二
十
六
年
度
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
実
施
要
項
（
案
）
計
画
（
案
）

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
に
は
全
体
の
事
件
数
の
約
六
割
を
再
犯
者
が
占
め
て
い
ま

す
。
不
幸
に
し
て
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て

社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
、
地
域
社
会
の
中
で
居
場
所
や
働
き
場
所
を
得

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
通
し
て
、

地
域
社
会
の
皆
さ
ん
に
更
生
保
護
に
理
解
と
共
感
が
深
ま
り
、
非
行
や
犯
罪
の
抑

止
力
に
繋
が
る
よ
う
、
昨
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、
全
員
心
も
新
た
に
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。

　
第
六
十
四
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

始
ま
り
を
告
げ
る
、
法
務
大
臣
、
知
事
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
。
五
十
嵐
繁
久
射
水
保
護
司
会
長
が
、 

声

高
ら
か
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

法
務
大
臣
・
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

　
五
月
二
十
二
日
、
第
三
十
三
回
射
水
市
中
学
生

生
活
体
験
発
表
大
会
が
市
立
小
杉
南
中
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
中
学
校
生
徒
会
の
司
会
に
よ
り
、
五
十
嵐

繁
久
射
水
保
護
司
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
山
崎

一
佳
射
水
市
中
学
校
校
長
会
長
の
激
励
の
こ
と

ば
、
発
表
上
の
注
意
の
あ
と
、
事
前
に
決
め
ら
れ
た

順
に
従
い
、
市
内
六
校
の
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
の
中
で
学
び
感
じ
た
事
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
審
査
委
員
長
の
亀
田

重
幸
射
水
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
か
ら
、
発
表

者
そ
れ
ぞ
れ
に
講
評
、
続
い
て
審
査
結
果
の
発
表

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
大
会
市
代
表
に
は
「
母
か
ら
の
贈
り
物
」
と

題
し
て
発
表
し
た
「
小
杉
南
中
学
校
（
二
年
）
の

御
後
愛
良
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
御
後
さ
ん
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
友
だ
ち
関
係

に
悩
み
不
安
な
日
々
を
送
る
な
か
で
、
自
ら
の
努

力
で
成
長
し
た
兄
の
姿
に
刺
激
を
受
け
、『
人
生

を
棒
に
振
る
な
』
と
い
う
母
の
言
葉
か
ら
、
自
分

自
身
も
努
力
を
重
ね
、
や
れ
ば
で
き
る
、
人
は
変
わ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
友

達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
自
己

変
革
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
視
点
で
捉
え
る
な
ど
、
非

常
に
積
極
的
な
発
表
だ
っ
た
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
御
後
さ
ん
は
、
射
水
市
代
表
と
し
て
七
月
五
日

ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
二

回
富
山
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
に
出
場
さ

れ
、
見
事
富
山
保
護
観
察
所
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

◆
発
表
者
及
び
演
題
（
発
表
順
、
敬
称
略
）

新
湊
中
学
校
（
三
年
） 

　
　
　
二
　
口
　
鷹
　
成

　「
僕
に
と
っ
て
の
地
域
の
先
生
」

射
北
中
学
校
（
三
年
） 

　
　
　
中
　
村
　
　
　
舞

　「
ひ
い
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
」

新
湊
南
部
中
学
校
（
三
年
）　
　

原
　
田
　
展
　
佑

　「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
」

大
門
中
学
校
（
二
年
） 

　
　
　
稲
　
垣
　
奈
　
央

　「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様

　
　
　
　
　
～
み
ん
な
で
支
え
合
う
社
会
に
～
」

小
杉
南
中
学
校
（
二
年
）　
　
　

御
　
後
　
愛
　
良

　「
母
か
ら
の
贈
り
物
」

小
杉
中
学
校
（
三
年
） 

　
　
　
西
　
井
　
乃
々
華

　「
命
あ
る
こ
と
の
尊
さ
を
か
み
し
め
て
」
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社
会
を
明
る
く
す
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運
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県大会代表に選ばれた

御後愛良さん

（小杉南中）

▲　夏野元志射水市長（右）

▲　奈田安弘市議会議長（手前右）

▲　発表者の皆さん



　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
、
第
一
回

地
域
処
遇
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
射
水
市

役
所
の
三
島
長
寿
介
護
課
係
長
と
坂
木
主
任

を
お
招
き
し
、「
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
、
法
務
省
は
、

厚
生
労
働
省
と
連
携
し
て
高
齢
あ
る
い
は
障

が
い
を
有
し
、
か
つ
、
適
当
な
帰
住
地
の
な

い
者
に
対
す
る
特
別
な
生
活
環
境
の
調
整
を

開
始
さ
せ
、
そ
の
仕
組
み
の
な
か
で
厚
生
労

働
省
が
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
を

予
算
化
す
る
一
方
、
矯
正
施
設
、
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
、
更
生
保
護
施
設
等
に

社
会
福
祉
士
や
福
祉
関
係
者
の
配
置
が
推
進

さ
れ
、
司
法
と
福
祉
と
の
多
機
関
連
携
に
よ

る
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

高
齢
化
が
進
む
中
、
保
護
観
察
や
環
境
調
整

を
担
当
す
る
上
で
、
保
護
司
が
地
元
の
福
祉

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
市
内

五
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
、相
談
で
き
る
場
所
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
存
在
も
覚
え
て

お
き
た
い
で
す
。

　
七
月
一
日
に
は
、
公
開
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
富
山
検
察
庁
高
岡
支
部
、
松
井
副

検
事
検
察
官
に
お
願
い
し
、「
検
察
官
の
役

割
と
更
生
保
護
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
検
察
官
の
仕
事
内

容
、
警
察
と
の
違
い
、
裁
判
に
お
け
る
検
察

官
の
役
割
な
ど
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
も
交
え

な
が
ら
の
お
話
に
、
満
席
の
会
場
も
聞
き
入

り
ま
し
た
。

　
市
更
生
保
護
女
性
会
、
高
岡
保
護
司
会
か

ら
も
多
数
ご
出
席
下
さ
り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
す
が
ら
、
小
公
園
や
路
上
清
掃
の
人
、

行
き
交
う
人
々
と
交
わ
す
「
あ
い
さ
つ
」
で

ホ
ッ
ト
な
気
分
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ポ

ス
タ
ー
「
お
か
え
り
。」
を
見
な
が
ら
爽
や

か
な
一
日
が
は
じ
ま
る
。　

  

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日
に
、「
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
射
水
」
が
開
設
さ

れ
た
。

  

困
難
は
、
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
過
程

と
も
言
わ
れ
る
が
、
当
時
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
立
の
命
題
を
託
さ
れ
、
奔
走
さ
れ
た

関
係
者
の
熱
意
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

い
ま
、
保
護
司
会
の
居
場
所
た
る
活
動
の

拠
点
に
て
、
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
を
、
今
後
ど

う
生
か
す
か
、
日
々
の
活
動
の
中
で
多
く
の

気
付
き
と
喜
び
が
あ
る
。

  

昨
年
（
二
十
五
年
）
三
月
、
保
護
局
の
御

子
貝
担
当
官
と
の
意
見
交
換
や
、
本
年
五
月
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
立
案
者 

合
田
中
部
委

員
長
の
現
地
訪
問
で
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や

問
題
点
等
に
強
い
関
心
を
示
さ
れ
る
な
ど
、

賓
客
の
相
次
ぐ
訪
問
で
、
中
央
と
地
方
と
の

心
温
ま
る
一
体
感
を
実
感
し
て
い
る
。

  

い
う
ま
で
も
な
く
、
更
生
保
護
の
目
的
の

第
一
は
、
保
護
観
察
対
象
者
の
立
ち
直
り
と

再
犯
の
防
止
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
基
本
は
、

主
に
面
接
で
行
う
が
、
傾
聴
、
い
わ
ゆ
る
寄

り
添
っ
て
聴
く
心
と
、
心
に
裏
打
ち
さ
れ
た

人
間
力
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

  

本
年
五
月
、「
本
も
の
に
出
会
わ
な
い
と
本

も
の
に
は
な
ら
な
い
。」
と
の
言
葉
に
絆
さ

れ
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

心
に
響
く
文
集
・
編
集

局
」
主
催
の
創
設
十
周
年
記
念
行
事
「
人
命

救
助
活
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
足
を
運
び
、

社
会
の
い
ま
、「
光
と
影
」
を
知
る
機
会
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
活
動
現
場
か
ら
の
発
表
で
、

「
言
葉
の
持
つ
力
、
怖
さ
、
凄
さ
、
嫌
う
常

識
で
す
。
と
い
う
言
葉
」「
寄
り
添
う
心
と

心
の
開
き
。」「
責
任
の
な
い
大
切
、
現
地
で

し
か
見
え
な
い
も
の
。」「
良
い
と
こ
ろ
探
し

と
恩
送
り
の
勧
め
」
等
々
、
参
考
に
な
る
共

感
的
な
一
言
が
心
に
残
っ
て
い
る
。　

  

究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
囁
か
れ
る
保

護
司
の
活
動
支
援
、
地
域
の
更
生
保
護
の
拠

点
等
の
目
的
で
開
設
さ
れ
た
、「
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
に
集
い
、語
り
合
う
中
で
、特
技
・

経
験
者
等
か
ら
、
体
験
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
に
学

ぶ
ほ
か
、
よ
り
効
果
的
な
活
用
を
模
索
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
通
じ
、
自
身
の
脳
活
効

果
を
も
期
待
し
て
い
る
。

　

「
…
し
て
や
っ
た
の
に
」
か
ら
、「
…
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
の
心
」、
三
益
三
損
、
多
様

な
価
値
観
や
品
位
あ
る
人
徳
に
触
れ
る
た

び
、
そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
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◆
第
一
回
地
域
処
遇
会
議
開
催

◆
公

開

研

修

会

更
生
保
護
サ
ポ

ー

ト
セ
ン
タ

ー

射
水

だ
よ
り

「

」

▲　熱気あふれる満員の会場

▲　講演中の三島氏（右）と坂木氏（左）

▲　講演中の松井氏

▲　前列左から 2人目　合田中部更生保護委員長

　「
　
良
　
き
　
出
　
会
　
い
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
田
　
清
　
一
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■
ご
挨
拶

　
　
射
水
市
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
道
　
古
　
正
　
子

　
昨
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
保
護
司
会

の
ご
協
力
の
も
と
に
「
射
水
更
生
保
護
女
性

会
だ
よ
り
」
を
、
二
回
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
続
け
て
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動

の
様
子
を
こ
の
広
報
を
も
と
に
皆
さ
ん
に
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
更
生
保
護
女

性
会
は
、
犯
罪
や
非
行
を
な
く
し
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。 

ま
た
「
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し

て
犯
罪
予
防
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
小
さ
な
こ
と
を
し
な
が
ら
も
、

目
的
が
大
き
な
団
体
で
あ
る
こ
と
を
常
に
心

の
中
で
確
認
し
、
自
分
な
り
の
創
意
と
工
夫

で
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
あ
る
新
聞
記
事
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪

が
低
年
齢
化
し
て
、
小
学
生
も
標
的
に
さ
れ

て
深
み
に
は
ま
っ
て
か
ら
気
づ
く
こ
と
が
多

く
、
自
分
を
大
切
に
す
る
道
徳
教
育
が
必
要

だ
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
れ
を
読
ん
で
「
犯
罪
予
防
活
動
」

の
一
つ
と
し
て
更
生
保
護
女
性
会
で
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
今
年
度
は
、
四
月
三
十
日
に
開
催

し
た
総
会
で
、「
今
子
供
た
ち
が
危
な
い
！

ネ
ッ
ト
の
使
い
方
」
と
題
し
て
泉
田
正
彦
先

生
よ
り
ご
講
演
し
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
を
も
と
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
ぜ
ひ
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
み
な
さ

ん
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
新
た
に
、
今
年
度
の
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に

な
る
一
方
で
、
自
分
の
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い

な
時
代
に
他
人
を
思
い
や
れ
る
っ
て
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
！

　「
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
か
」「
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
か
」
と
お
互
い
に
呼
び
か
け
な
が
ら

心
を
一
つ
に
し
て
今
年
度
も
ま
た
活
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
更
生
保
護
女
性
会
と
は

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、 

地

域
の
犯
罪
予
防
と
犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
の

あ
る
少
年
の
更
生
支
援
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。 

全
国
に
千
三
百
の
地

区
会
が
あ
り
、 

約
十
八
万
五
千
人
の
会
員
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。 

●
更
生
保
護
女
性
会
の
な
り
た
ち

　

更
生
保
護
女
性
会
の
ル
ー
ツ
は
、 

明
治

十
六
年
に
大
阪
の
ひ
と
り
の
女
性
が
、 

行
く

あ
て
の
な
い
子
供
た
ち
を
自
宅
に
預
か
り
、 

母
親
の
よ
う
に
養
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、 

非
行
の
あ
る

こ
ど
も
た
ち
に
母
性
と
慈
し
み
を
も
っ
て
救

お
う
と
、 

全
国
各
地
団
体
が
形
成
さ
れ
、 

更

生
保
護
女
性
会
は
六
十
年
以
上
に
わ
た
り
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

４
月
22
日
　
市
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　（
総
会
資
料
作
成
）

　
　
22
日
　
保
護
司
会
総
会

　
　
24
日
　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
会

　
　
30
日
　
市
更
生
保
護
女
性
会
総
会

５
月
４
日
　
富
山
養
得
園
給
食
活
動
（
新
湊
）

　
　
22
日
　
市
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

　
　
27
日
　
第
55
回

　
　
　
　
　
　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

６
月
２
日
　
市
更
生
保
護
女
性
会
理
事
会

　
　
８
日
　
富
山
養
得
園
給
食
活
動
（
小
杉
）

　
　
10
日
　
第
51
回

　
　
　
　
　
　
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い

　
　
26
～
27
日

	

　
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性
会

	

　
　
　
　
　
代
表
者
研
究
協
議
会

７
月
１
日
　
射
水
保
護
司
会
公
開
講
座

　
　
３
～
４
日

　
　
　
　
　
市
更
生
保
護
女
性
会
研
修
の
旅

　
　
５
日
　
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

　
　
13
日
　
更
生
保
護
フ
ェ
ア
in
中
新
川

　
　
21
日
　
第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
海
王
丸
パ
ー
ク
街
宣
活
動

　
　
27
日
　
富
山
養
得
園
給
食
活
動

　
　
　
　
　（
大
島
・
下
）

９
月
中
旬
　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
会

10
月
１
日
　
共
同
募
金
協
力
活
動

　
　
８
日
　
第
９
回
射
水
市
社
会
福
祉
大
会

11
月
11
日
　
富
山
県
更
生
保
護
顕
彰
式

　
　
下
旬
　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
員
研
修

射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

▲

　

講
演
中
の
泉
田
正
彦
氏

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

女　性

更生保護

ボランティア地域性
（コミュニティー）

住んでいる地域を単位に、日

本中で行われている活動です。

市民・他団体と連携して、心豊

かな社会を育てます。

だれでも心の中にあ

る善意をもって、自

分なりの創意と工夫

で活動します。

心ならずも過ちを犯

した人の立ち直りを

支援し、犯罪の予防

に努めます。

女性の持つあたたか

さ、細やかさを生か

した活動です。
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連
休
中
日
の
五
月
四
日
、
新
湊
地
区
の
給

食
活
動
当
番
日
に
出
さ
せ
て
頂
い
た
。
全
く

は
じ
め
て
の
こ
と
、
ど
ん
な
活
動
な
の
か
し

ら
と
事
前
の
会
合
に
で
た
。
家
庭
料
理
を
味

わ
っ
て
頂
く
こ
と
で
、
社
会
復
帰
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
の
活
動
だ
と
知
っ
た
。

　
二
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
男
性
の
方
々

が
ご
満
足
頂
け
る
献
立
を
考
え
る
こ
と
か
ら

始
め
た
。
和
食
の
一
汁
三
菜
を
基
本
に
、
季

節
感
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
色
取
り
も
考
慮
し
、

意
見
を
交
わ
し
た
。
そ
こ
は
主
婦
、
経
済
性

も
加
味
し
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
食
材
を
取
り

入
れ
、
栄
養
的
に
も
満
足
で
き
る
も
の
を
検

討
。
一
緒
に
、
参
加
で
き
な
い
補
い
に
、
時

間
の
か
か
る
筍
の
煮
物
や
煮
豆
の
準
備
の
申

し
出
も
あ
り
、豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
。
　

材
料
買
出
し
、
肉
屋
さ
ん
へ
の
注
文
、
引
き

取
り
の
役
割
、
調
理
場
所
、
開
始
時
間
な
ど
、

和
気
藹
々
の
う
ち
に
決
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
当
日
、
善
光
寺
公
民
館
の
調
理
室
を
お
借

り
し
て
、
家
庭
で
の
料
理
の
工
夫
も
披
露

し
な
が
ら
、
賑
や
か
に
調
理
を
進
め
た
。
こ

う
し
て
準
備
し
た
も
の
を
整
え
て
、
一
台
の

車
に
乗
り
込
み
、
道
中
も
素
敵
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
な
が
ら
向
か
っ
た
。

　
園
で
は
施
設
長
の
和
や
か
な
お
出
迎
え
を

頂
い
た
上
、
荷
物
運
び
に
ま
で
お
手
を
お
貸

し
下
さ
っ
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

温
く
感
じ
な
が
ら
、
調
理
室
を
お
借
り
し
て

炊
飯
の
し
つ
ら
え
、
お
味
噌
汁
の
準
備
、
煮

物
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
付
け
合
せ
、
箸

休
め
、
香
の
物
な
ど
の
盛
り
付
け
に
日
頃
の

手
際
の
良
さ
を
発

揮
。
配
膳
盆
に
は
、

拙
い
な
が
ら
も
季

節
を
感
じ
さ
せ
る

豊
か
な
料
理
が
並

ん
だ
と
思
え
た
。

　
最
後
に
、
食
材

の
調
達
や
、
水
の

に
ご
り
具
合
な
ど
、

調
理
状
況
の
衛
生

管
理
点
検
表
に
従
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ

た
。
食
べ
物
を
扱
う
活
動
、
大
事
な
こ
と
だ

と
感
じ
入
っ
た
。

　
事
前
の
集
ま
り
か
ら
食
事
と
し
て
調
え
て

い
く
過
程
で
、
食
べ
て
頂
く
園
生
の
方
々
へ

寄
せ
る
心
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。
ま
さ
に
活
動
が
心
を
柔
ら
か
く
耕
し

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
施
設
長
が
料
理
を
前
に
写
真
を
撮
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。『
ど
う
ぞ
、
お
い
し
く
食
べ
て

頂
け
ま
す
よ
う
に
、
お
心
に
元
気
が
湧
き
ま

す
よ
う
に
』
と
願
っ
た
。
ま
た
、
施
設
に
お

ら
れ
た
園
生
の
方
か
ら
の
お
礼
の
言
葉
も
頂

き
、
爽
や
か
な
気
持
ち
で
若
葉
の
季
節
を
感

じ
な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
。

　
梅
雨
の
最
中
と
は
言
え
、
七
月
三
日
よ
り

の
一
泊
三
日
で
六
十
八
名
が
元
気
に
被
災
地

を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
地
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
密
集
し
た
住

宅
地
だ
っ
た
所
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

残
っ
て
い
る
の
は
家
の
基
礎
と
雑
草
だ
け
で

し
た
。

　
特
に
、
港
町
と
し
て
栄
え
た
閖ゆ

り
あ
げ上

で
は
、

多
く
の
命
が
奪
わ
れ
、
海
岸
か
ら
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
の
木
造
住
宅
の
ほ
ぼ
全
て
が

流
出
し
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
約
五
千
人

の
人
口
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
今
は
ほ
と
ん
ど

住
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
閖
上
の
真
ん
中
に
設
置
さ
れ
た
「
閖
上
の

記
憶
」
の
館
で
は
、
震
災
前
と
震
災
後
の

様
子
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
て
見
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
自
分
た
ち
が
確
か
に
そ
こ
に
生
き
て
き
た

「
記
憶
」、
津
波
に
よ
っ
て
多
く
の
も
の
を

失
っ
た
「
記
憶
」
、
自
分
の
記
憶
や
感
情
に

向
き
合
い
、
そ
の
人
に
と
っ
て
大
切
な
「
記

憶
」
を
整
理
す
る
た
め
の
場
所
と
し
て
の
「
閖

上
の
記
憶
」
と
い
う
名
称
に
し
た
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　
地
元
住
民
の
方
に
よ
る
「
あ
の
日
の
語
り
」

で
は
、
語
り
部
さ
ん
ご
本
人
の
母
親
と
の
別

れ
を
生
々
し
く
話
さ
れ
、
自
分
の
心
の
整
理

を
す
る
場
で
あ
る
と
共
に
、
命
の
尊
さ
、
津

波
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験
だ
っ
た

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
平
泉
「
中

尊
寺
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
天
台
宗
大
本

山
「
円
仁
」
の
開
山
、
国
宝
の
「
金
色
堂
」

は
藤
原
清
衡
の
創
建
で
、
堂
全
体
を
金
箔
で

覆
い
、
内
陣
は
螺
鈿
細
工
、
蒔
絵
な
ど
平
安

仏
教
美
術
の
最
高
峰
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

松
尾
芭
蕉
が
「
奥
の
細
道
」
で
迎
拝
し
た
寺

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
毛
越
寺
」
へ
。

芭
蕉
が
悲
運
の
源
義
経
公
主
従
を
し
の
び
、

「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」
と
呼
ん
だ
句

碑
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。
曲
水
の
宴
や
花
の

寺
と
し
て
、
そ
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
す
べ
て
の
行
程
を
終
え
て
、
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
良
さ
、
幸
せ
を
感
じ

な
が
ら
二
度
と
大
き
な
災
害
が
生
じ
な
い
よ

う
祈
り
つ
つ
、「
笑
顔
が
咲
く
た
び
　
伊
達

の
旅
」
と
描
か
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
む
す

び
丸
の
旗
に
見
送
ら
れ
て
帰
途
に
着
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｍ
記
）

富
山
養
得
園
給
食
活
動
に

　
　
　
は
じ
め
て
参
加
し
て

宮
城
県
被
災
地
復
興
支
援
の

　
　
　
　
視
察
に
参
加
し
て

▲　閖上中学校前で記念撮影

■
射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り
　
こ
こ
ま
で
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米
澤
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
八
木
真

一
富
山
保
護
観
察
所
長
の
あ
い
さ
つ
、
来

賓
の
祝
辞
及
び
紹
介
後
、
議
長
に
豊
田
博

保
保
護
司
を
選
び
、
平
成
二
十
五
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
、
平
成
二
十
六
年
度
役

員
選
出
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
書
が

審
議
さ
れ
た
。
五
十

嵐
繁
久
氏
が
新
会
長

に
選
任
、
全
て
の
議

事
を
承
認
し
、
総
会

は
滞
り
な
く
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
射
水
保
護
司
会
定
期
総

会
に
お
い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
先

輩
会
員
や
同
僚
各
位
か
ら
の
ご
承
認
を
い
た

だ
き
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
保
護
司
の
皆
様
方
や
、
行
政
当
局
、
関
係

機
関
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
本
年
は
射
水
保
護
司
会
が
合
併
し
て
九
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
は
こ
こ
数
年
で
世

代
交
代
が
進
み
、
五
十
八
名
中
三
十
一
名
が

合
併
後
の
新
任
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
任
会
員
の
皆
様
は
、
各
方
面
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
各
々
の
職
場
で
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
多
く
、
保
護
司
会
の
活
動
を
進
め

る
う
え
で
の
即
戦
力
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
保
護
司
一
人
ひ
と
り
が
、
定
例
研
修
や
、

諸
行
事
に
参
加
し
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

を
し
射
水
保
護
司
会
を
活
気
づ
け
て
い
け
た

ら
、
幸
い
で
す
。

　
最
近
、
ま
た
芸
能
界
で
薬
物
事
犯
が
起
き

ま
し
た
。
薬
物
対
象
者
に
対
す
る
刑
の
一
部

執
行
猶
予
制
度
が
適
用
さ
れ
保
護
対
象
者
が

増
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
再
犯
防
止

や
更
生
改
善
を
図
る
こ
と
は
厳
し
く
難
し
く

な
る
の
で
は
な
い
か
心
配
な
こ
と
で
す
。

　
昨
年
初
め
て
取
り
組
ん
だ
市
内
小
学
校
六

年
生
を
対
象
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
、
今

年
度
も
十
四
小
学
校
に
お
い
て
開
催
す
る
こ

と
と
し
、
市
内
三
地
区
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
小
杉
・
新
湊
・
大
門
）
の
ご
協
力
を
頂

き
、
薬
物
乱
用
防
止
と
違
法
薬
物
の
怖
さ
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
教
室
を
機

に
家
族
内
で
も
話
し
合
い
、
小
学
生
時
代
か

ら
薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
養
い
、
私

た
ち
の
身
近
な
地
域
社
会
か
ら
、
薬
物
乱
用

を
追
放
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
平
成
二
十
四
年
八
月
に
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
中
部
地
方
更
生

保
護
委
員
会
の
モ
デ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
、
各
方
面
か
ら
の
視
察
や
、

法
務
省
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
長
の
表
敬

訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

　
企
画
調
整
保
護
司
は
更
に
研
鑽
し
、
地
域

の
情
報
発
信
と
行
政
や
関
係
団
体
と
連
携
を

深
め
、
有
効
に
活
動
を
推
進
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
我
が
保
護
司
会
に
は
、
ほ
か
の
保
護
司
会

に
な
い
学
校
部
会
が
あ
り
ま
す
。
中
学
生
生

活
体
験
発
表
大
会
の
開
催
や
、
小
中
学
生
に

よ
る
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集
か
ら
、

表
彰
式
ま
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
連
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
集
大
成
に

作
品
集
を
発
行
し
各
方
面
に
配
布
し
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
続
け
ま
す
。 

　
研
修
部
会
は
定
例
研
修
の
充
実
と
自
主
研

修
実
施
、
一
般
市
民
向
け
公
開
研
修
会
の
開

催
、
今
後
の
処
遇
活
動
に
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
雇
用
主
会
と
の
連
携
を
深
め
就

労
支
援
や
居
住
問
題
を
支
援
し
安
定
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
私
た
ち
保
護
司
が
勉
強
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
海
の
日
の
街
宣
活
動
を
通
じ
て
広
く
地
域

住
民
に
更
生
保
護
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
で

す
。

一
連
の
行
事
を
通
し
て
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
と
犯
罪
予
防
活
動
に
と
り
く
ん
で
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
を
は
じ
め
行
政
機

関
、
関
係
団
体
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
射
水
保
護
司
会
定
期
総

会
が
四
月
二
十
三
日
、
射
水
市
小
杉
社
会
福

祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八
木
真
一
富

山
保
護
観
察
所
長
、
夏
野
元
志
射
水
市
長
、

奈
田
安
弘
射
水
市
議
会
議
長
、
中
川
保
射
水

警
察
署
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
関
係
部

課
長
、
同
更
生
保
護
女
性
会
、
市
中
学
校
校

長
会
、
名
誉
保
護
司
等
多
数
の
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。

定
期
総
会
開
催

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

役

員

紹

介
（
敬
称
略
）

会
　
　
長
　
　
五
十
嵐
　
繁
　
久

副
　

会
　

長
　
　
三
　
宅
　
陸
　
夫

　
　
　
　
　
　
江
　
尻
　
　
　
昭

常
任
理
事
　
　
米
　
澤
　
治
　
夫

　
　
　
　
　
　
川
　
口
　
和
香
子

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
禮
　
子

　
　
　
　
　
　
大
　
伴
　
せ
つ
子

理
　
　
事
　
　
新
　
中
　
孝
　
子

　
　
　
　
　
　
藍
　
口
　
信
　
子

　
　
　
　
　
　
谷
　
川
　
義
　
昭

　
　
　
　
　
　
富
　
岡
　
民
　
生

　
　
　
　
　
　
檜
　
物
　
和
　
広

　
　
　
　
　
　
瀧
　
内
　
一
　
雄

　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
弥
　
生

　
　
　
　
　
　
多
　
賀
　
正
　
夫

　
　
　
　
　
　
熊
　
谷
　
正
　
克

　
　
　
　
　
　
塚
　
本
　
秀
　
樹

　
　
　
　
　
　
大
　
濱
　
晴
　
彦

　
　
　
　
　
　
真
　
岸
　
勝
　
彦

　
　
　
　
　
　
棚
　
田
　
　
　
孝

　
　
　
　
　
　
境
　
　
　
文
　
夫

顧
　
　
問
　
　
高
　
松
　
　
　
徹

監
　
　
事
　
　
青
　
木
　
哲
　
静

　
　
　
　
　
　
谷
　
口
　
　
　
繁

▲

　

あ
い
さ
つ
す
る

　
　

夏
野
元
志
市
長

会
長

　

五
十
嵐
　
繁
久
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◇
総
務
部
会

　

四

月

一

日
・
五

月

十

三

日
・
六

月

二
十
七
日
、
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
行
事
・
運
営
方
法
の
確
認

や
、
各
部
会
の
活
動
予
定
、
行
事
に
お

け
る
各
部
会
の
役
割
分
担
の
確
認
等
を

行
い
ま
し
た
。

◇
研
修
部
会

５
月
27
日
　
定
例
研
修
会
（
刑
の
一
部

執
行
猶
予
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
）
自
主
研
修
会

６
月
22
日
　�

介
護
保
険
制
度
の
概
要
に

つ

い

て
（

射

水

市

役

所
　

三
島
長
寿
介
護
課
係
長
・

坂
木
主
任
）

７
月
１
日
　
検
察
官
の
役
割
と
更
生
保

護
に
つ
い
て
（
富
山
検
察

庁
高
岡
支
部
　
松
井
副
検

事
）

　
以
上
三
研
修
事
業
は
、
皆
様
方
の
お

陰
を
も
ち
ま
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
更
生
保
護
制
度
改
革
が
急
速
な
変

化
の
節
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
し
っ
か
り
と
情
報
を
把
握
し
、

地
域
の
皆
様
と
共
有
し
な
が
ら
活
動
を

進
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
御

意
見
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
研
修

事
業
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
御
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
の
研
修
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

８
月
26
日
　�

定
例
研
修
会
（
生
活
環
境

　
　
　
　
　
調
整
の
報
告
書
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　
自
主
研
修
会

９
月
21
日
　�

第
二
回
地
域
処
遇
会
議
（
射

　
　
　
　
　
水
市
の
雇
用
支
援
策
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
）

11
月
18
日
・
19
日

　
　
　
　
　�

県
外
視
察
研
修
（
兵
庫
県

　
　
　
　
　
播
磨
社
会
復
帰
セ
ン
タ
ー
）

12
月
２
日
　�

定
例
研
修
会
（
生
活
環
境

　
　
　
　
　
調
整
に
つ
い
て
）
自
主
研

　
　
　
　
　
修
会

２
月
４
日
・�

５
日

　
　
　
　
　��

定
例
研
修
会
・
自
主
研
修
会

◇
学
校
部
会

○
５
月
22
日
　
第
三
十
三
回
射
水
市
中

学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
が
県
大
会
の

予
選
を
兼
ね
て
小
杉
南
中
学
校
で
開
催
。

小
杉
南
中
学
校
の
全
生
徒
が
聴
く
中
で

市
内
六
中
学
校
の
代
表
が
発
表
し
ま
し

た
。

　
射
水
市
代
表
に
は
、
演
題
「
母
か
ら

の
贈
り
物
」
を
発
表
し
た
小
杉
南
中
学

校
二
年
御
後
愛
良
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

○
７
月
５
日
　
第
五
十
二
回
富
山
県

中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
が
ボ
ル

フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
開
催
。
県
内
各
地

区
代
表
の
十
七
名
が
発
表
。

　
射
水
市
代
表
の
御
後
愛
良
さ
ん
が
見

事
に
富
山
保
護
観
察
所
長
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

★
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
は
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
発
表
大
会

が
、
次
世
代
を
担
う
中
学
生
の
非
行
や

犯
罪
に
陥
ら
な
い
「
心
の
育
成
」
に
結

び
つ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
中
学
校
を
始
め
関
係
各
位
に
は
、

生
活
体
験
発
表
大
会
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

◇
広
報
部
会

◎
８
月
末
日
　
広
報
17
号
発
行

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

o
g
o
si.co

m
 

）、
ツ

イ
ッ
タ
ー
（@

im
izu

h
o
g
o
sh

ik
a
i

）
で

も
行
事
予
定
や
、
活
動
報
告
、
省
庁
の

情
報
等
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

◇
地
域
活
動
部
会

　
七
月
二
十
一
日
、
海
王
丸
パ
ー

ク
で
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
街
宣
活
動
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
歌
手
の
五
島
つ
ば
き
さ

ん
が
現
場
に
参
加
さ
れ
、
協
力
し

て
戴
き
ま
し
た
。
海
王
丸
の
総
帆

展
帆
や
巡
視
船
「
や
ひ
こ
」
の
一

般
公
開
が
あ
り
、多
く
の
方
に
「
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
地
域
社
会
の

支
え
」
を
理
解
し
て
戴
け
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
よ
り
、
薬
物
乱
用
防
止
教

室
（
十
四
校
）
が
始
ま
り
ま
す
。

最
近
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
絡
み
の
交

通
事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

根
底
に
何
が
あ
る
の
か
、
国
内
の

使
用
者
は
若
者
を
中
心
に
四
十
万

人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
供

達
に
そ
の
危
険
性
を
教
え
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

◇
協
力
組
織
部
会

５
月
23
日
　
射
水
地
区
更
生
保
護
協
力

　
　
　
　
　
雇
用
主
会
総
会

６
月
23
日
　
協
力
組
織
部
会
協
議
会

　
　
　
　
　「
高
志
会
館
」

７
月
22
日
　
射
水
市
更
生
保
護
事
業
協

　
　
　
　
　
会
総
会 

８
月
７
日
　
富
山
県
就
労
支
援
推
進
協

　
　
　
　
　
議
会
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平
成
26
年

４
月
１
日
　
第
一
回
理
事
会

　
　
９
日
　
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　

開
催
　
　

　
　
　
　
　
協
議
会

　
　
22
日
　
平
成
26
年
度
射
水
保
護
司

　
　
　
　
　
会
定
期
総
会

　
　
30
日�

　
平
成
26
年
度
射
水
市
更
生

　
　
　
　
　
保
護
女
性
会
定
期
総
会

５
月
13
日
　
第
二
回
理
事
会

　
　
22
日
　�

第
33
回
中
学
生
生
活
体
験
発
表

　
　
　
　
　
大
会

　
　
23
日
　�

射
水
地
区
更
生
保
護
協
力

　
　
　
　
　
雇
用
主
会
総
会

　
　
26
日
　
中
部
更
生
保
護
合
田
憲
生
委
員
長

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
視
察

　
　
27
日
　
第
一
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　
及
び
自
主
研
修 

６
月
12
日
　�

第
63
回「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
運
動
」
射
水
市
推
進
会
議

　
　
21
日
　
薬
物
乱
用
防
止

　
　
　
　
　
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
22
日
　�

第
一
回
地
域
処
遇
会
議

　
　
27
日
　
第
三
回
理
事
会

　
　
28
日
　
射
水
地
区
更
生
保
護
協
力

　
　
　
　
　
雇
用
主
会
総
会

７
月
１
日
　�

法
務
大
臣
・

　
　
　
　
　
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　
　
　
公
開
研
修
会

　
　
４
日
　
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会

　
　
５
日
　�

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

　
　
13
日
　
富
山
県
更
生
保
護
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
in
中
新
川
（
立
山
町
民
会
館
）

　
　
21
日
　�「
第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
運
動
」
街
頭
宣
伝
活
動

　
　
　
　
　
「
ひ
ま
わ
り
の
譜
」記
念
ミ
ニ

　
　
　
　
　
リ
サ
イ
タ
ル

　
　
22
日
　�

射
水
市
更
生
保
護
協
力
会

　
　
　
　
　
定
期
総
会
（
大
門
総
合
会
館
）

８
月
４
日
　
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員

　
　
　
　
　
高
岡
地
区
協
議
会
総
会

　
　
11
・
12
日

　
　
　
　
　
第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

　
　
26
日
　
第
二
期
地
域
別
定
例
研
修

　
　
　
　
　
及
び
自
主
研
修 

９
月
12
日
　
薬
物
乱
用
防
止
教
室 

　
　
　
　	

	

　
　（
金
山
小
学
校
。
以
降
市
内
各

	

　
　

小
学
校
で
順
次
開
催
）

　
　
21
日
　�

第
二
回
地
域
処
遇
会
議

10
月
５
日
　�「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

11
月
18
・
19
日

　
　
　
　
　
県
外
先
進
地
域
視
察
研
修

平
成
27
年

２
月
４
日
　
定
例
研
修
会
・
自
主
研
修
会

　
七
月
二
十
二
日
射
水
市
更
生
保
護
協
力
会

の
平
成
二
十
六
年
度
定
期
総
会
が
射
水
市
大

門
総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
射
水
市
更
生
保
護
協
力
会
長
の
夏
野
元
志

市
長
の
開
会
の
言
葉
、
奈
田
安
弘
射
水
市
議

会
議
長
、
続
い
て
富
山
保
護
観
察
所
長
の
あ

い
さ
つ
（
山
田
立
人
主
任
官
代
読
）
が
あ
り

ま
し
た
。

　
来
賓
紹
介
の
後
、
夏
野
元
志
会
長
を
議
長

に
選
出
し
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
並

び
に
一
般
会
計
報
告
、
監

査
報
告
、
役
員
の
改
正
、

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計

画
（
案
）
及
び
一
般
会
計

収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ

い
て
審
議
し
、
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
の
譜
に
つ
い
て

　「
ひ
ま
わ
り
の
譜
」
は
、
平
成
十
三
年

七
月
一
日
「
第
五
十
一
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」「
新
世
紀
富
山
県
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
新
湊
」
の
会
場
で
保
護
司
の

詩
に
作
曲
家
　
聖
川
湧
先
生
が
参
加
者
の

心
を
汲
み
対
話
し
な
が
ら
作
曲
さ
れ
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
応
援
歌
と
し

て
産
声
を
あ
げ
ま

し
た
。
以
来
、
地

元
の
保
護
司
会
、

更
生
保
護
女
性
会

が
折
に
触
れ
、
口

ず
さ
み
、
更
生
保

護
推
奨
歌
、
社
明

ソ
ン
グ
と
称
す
る

ま
で
に
発
展
し
た

の
で
す
。

　

相
次
ぐ
子
ど
も
の
連
れ
去
り
や
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

善
悪
の
区
別
が
出
来
ず
、や
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
な
ぜ
？
と
思
い
ま
す
。成
育
歴
や
環
境

等
複
合
的
な
要
因
な
の
で
し
ょ
う
か
…
。

　

旧
新
湊
市
で
生
ま
れ
た
「
ひ
ま
わ
り
の
譜
」

は
、
聖
川
湧
氏
の
作
曲
で
、
五
島
つ
ば
き
さ

ん
に
よ
り
、
全
国
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
一
日
、
海
王
丸
パ
ー
ク
で
の
社

明
広
報
活
動
を
行
っ
た
後
、
五
島
つ
ば
き
さ

ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
伸
び
や

か
な
歌
声
に
感
動
!!
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

　

射
水
市
が
誕
生
し
て
十
年
目
を
迎
え
、
今

後
益
々
の
発
展
と
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
射
水
保
護
司
会
事
務
局
日
誌
◇

◇
保
護
司
の
異
動
・
退
任
◇

射
水
市
更
生
保
護
協
力
会

　
　
　
　
定
期
総
会
開
催

◇
　
編

集

後

記
　
◇

保
護
司
の
異
動
（
敬
称
略
）

新
任
保
護
司
（
平
成
26
年
５
月
25
日
付
）

　
　
　
　
奥
　
田
　
敏
　
雄
（
七
　
美
）

　
　
　
　
五
十
嵐
　
枝
　
折
（
太
閤
山
）

　
　
　
　
表
　
　
　
隆
　
夫
（
大
　
門
）

退
任
保
護
司
（
平
成
26
年
５
月
25
日
付
）

　
　
　
　
高
　
松
　
　
　
徹
（
七
　
美
）

　
　
　
　
海
　
内
　
貞
　
行
（
太
閤
山
）


